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2001.6.20 現代日本論講読 I 
第 10 回「わかりやすい文章」(田中 重人) 

1. 文は短く 
2. 「逆茂木型」を避ける 
3. 経過的多義性の克服 
4. つなぎのことば 
5. 視点を固定する 



――――――――― 2 ――――――――― 

【わかりやすい文章とは】 

・ 読んでから意味をつかむまでの

時間が短い 

・ 重要なポイントに目が行く 

・ いい加減に読んでも誤解しない 
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【文は短く】 

★ 書きたいことをリストアップ 

★ 短い文にまとめる 

★ ならべかたを工夫する 

必要ならつないで複文に 
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【「逆茂木型」を避ける】 

★ 長い修飾節をつかわない 

★ 修飾節を入れ子にしない 

★ 古い情報を前に 
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【経過的多義性】 

先まで読まないと意味の確定し
ない部分をふくむ文章 
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【つなぎのことば】 

文頭に接続詞・副詞句などを適切に配置して
文章の前後関係を示す 

・帰結 ・理由 ・逆接 ・対照 
・例示 ・類似 ・要約 ・仮定・条件 
・焦点の絞込み ・情報の追加 
・話題転換 ・古い情報の確認 
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【視点を固定する】 

★ ひとつの文の中では、 
意味上の主語を一貫させる 

★ パラグラフの中でも、視点は 
固定しておいたほうがよい 
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